
 
 

 

岡崎市家庭教育支援チーム 

“ マリッジコミュニティー ” 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

           

岡崎市家庭教育支援チーム 

 （呼称：マリッジコミュニティー） 

 URL：   https://marriagecafe.studio.site/ 

②活動拠点 
マリッジカフェ 

愛知県岡崎市鴨田町広元２３１番地 

③活動範囲 岡崎市全域 

④組織体制 

 

１４人 

民生委員児童委員１人、愛知県子育てネットワーカー７名 

ボランティア１３人 

⑤活動開始年度 令和元年度 

⑥問合せ先 

【公表可能な連絡先】 

（部署・氏名等） 

深見由美子 

（TEL）080-5121-3347（E-mail）water_lilly@i.softbank.jp 

 

 

☑（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

☑保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☑乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年） ☑小学生（高学年） 

☑中学生 ☑高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

悩みや不安を抱えた保護者が安心して自分の気持ちを話せる場所をつく

っています。「自分に素直になれる空間」をコンセプトに、悩みや不安を抱え

た保護者が安心して自分の気持ちを話すことができる場所づくりをしていま

す。 

 

〇「お茶会」の開催 

日頃、なかなか口に出せなか

った悩みについて安心して話すこ

とで、自分の気持ちを理解し、悩

みの原因に気づくことができた

り、新たな自分の可能性を感じて

もらえるように、「お茶会」をオンラ

イン開催を含めて開催していま

す。平成２８年３月から現在に至るまで毎月２，３回開催しています。 

 

◯「自ら楽しむ」をコンセプトとしたイベントづくり 

お茶会などで自分の可能性を感じ、能動的に「自分の人生を楽しんでみ

たい」と思われる方に、ワークショップ、マルシェ、演奏会、展覧会、講演会

等チャレンジできる機会の提供をしています。 

 

「自ら楽しむ」イべント 

・ミラクルマーケット   第１回  令和３年  5月  ３日 

第２回  令和３年 １０月１０日 

第３回  令和４年 ５月  ３日 

第４回  令和４年 １０月１０日 

第５回  令和５年  ５月  ３日 

第６回  令和５年 １０月  ８日 

第７回  令和６年   ５月  ３日 

第８回  令和６年  １１月  ３日 

 

・ワークショップ、マルシェ、その他イベント 

令和３年１月４日に第１回を開催。以後、毎月１～３回開催。 

 

例： 腸活料理教室、フラワーアレンジメント、ヨガ、お茶、 

お花、書初め、親子ダンス、セルフボディケア、コーヒー、  

農業体験、クリスマス会、粘土細工 

・絵画展             第１回    令和４年１２月 ５日～１２月１１日 

第２回    令和５年１１月２７日～１２月 ３日 

第３回    令和６年１２月１５日～１２月２１日 



・絵本ワークイベント     第１回    令和５年６月２７日 

第２回    令和５年９月２４日 

豊田市内小学校区フェスティバル 

参加者 大人６３名,小学生７９名 

   

ワークショップ                      マルシェ 

          

絵本ワークイベント             豊田市校区フェスティバル 

  
絵画展・演奏会 

 

◯講演会の開催 

定期的に講師を招いて講演会を開催しています。日々の生活の中で直面

する悩みや問題（子供、夫婦関係、経済、健康面の問題など）がなぜ起こる

のかについて考えることをとおして、自分自身で問題の解決に向かうことが

できるように支援しています。 

 



◯定例会 

チームメンバーで、情報交換や活動内容に

対して、よりよくするためのミーティングを随

時開催しています。 

 

 

〇家庭支援 

「大人が笑顔になれば子供は自ずと笑顔になれる」という想いをもって取

り組んでいます。その一つとして、学童保育に携わるメンバーの話をミーティ

ングで共有をしています。このことをとおして、悩みを抱える保護者に対する

話の聞き方が変わる姿が見られるようになりました。また、保護者の変化に

より、粗暴だった子供が落ち着きを取り戻したり、子供間の喧嘩を、子供同

士で解決したりする姿も見られました。大人同士のコミュニケーションが子供

の安定につながっていると考えています。 

絵本ワークイベントでは「生まれてきたこと自体が愛されている存在であ

る」と参加者に感じてもらうことをテーマに開催しています。このワークショッ

プをとおして、子供や親が自分の気持ちを素直に表現することの大切さに気

づいたり、人間関係を見直すきっかけにもなったりしています。大人の理解

が深まることで子供への対応も変わり、人に対して優しい気持ちをもつこと

の一助になっています。 

 

・地域社会における家庭教育の勉強会      第 1回 令和７年３月３１日 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・イベントに参加し、みんなで協力し合ってつくりあげる中で、多くの気づきを

得ることができた参加者から、日常生活がこれまでよりも楽しめるようになっ

たという声を聞いています。 

・お茶会や講演会に参加した方の中には、自ら店を経営されるようになった

方や、独立してアーティストとして活躍されたりしている人もいます。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                            ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☑特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


